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センター長挨拶

文部科学省ナノテクノロジープラットフォーム平成26年度技術支援賞を受賞しました。
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　19世紀の日本が西欧的な工業社会をめざして歩んだ道は決して平坦なもの
ではありませんでした。鉄鋼業を例にとると、大島高任（たかとう）が築いた日本
最初の高炉を取り壊した後に、政府工部省がイギリスの技術指導により釜石に
設置した大型高炉は1880年の火入れ後、僅か２年で通風不足に端を発する
廃炉に追い込まれています。高品質のコークスの代わりに木炭を用いた操業を
トップダウンで計画した当時の政府の技術的洞察力の欠如が露呈した結果でし
た。この状況を救ったのは民間の田中製鉄所であり、ドイツ留学から帰国した
帝国大学の野呂景義を中心とするグループでした。ここでの経験が官営八幡製
鉄所に向けた伏線となるわけですが、同時にこの経験は、産業革命後のイギリ
スが有する恵まれた環境から切り離された唐突な新鋭設備の導入は機能しない
こと、すなわち技術は周辺社会経済とリンクしなければならないという教訓を後
世の技術者に残してくれました。
　私どもナノテク融合技術支援センターは東北に位置する門戸開放型の共用設
備運用組織です。微細加工、分子・物質合成、構造解析の三分野が一体となっ
て産業界・学界の研究開発者の方々に少しでもよいサービスを提供することが
第一の任務と考えています。また地方行政府の方々とも協働して地域の発展に
貢献できればこれに優る幸せはありません。
　今後ともいっそうのご指導ご鞭撻をお願いいたします。

ナノテクノロジー
プラットフォーム

　最先端の研究設備を有する全国の大学、
研究機関が一体となって設備の共用体制
を構築することにより、ナノテクノロジー研
究の更なる発展に寄与することを目的とし
て平成24年からスタートした文部科学省
のプロジェクトです。
　センター機関の物質･材料研究機構と科
学技術振興機構を核として、全国25機関
が「微細構造解析」、「微細加工」、「分子・
物質合成」という三つのプラットフォームを
構成することにより、先端的、効率的な支
援を分野横断体制で行っています。
ナノテクノロジープラットフォームHP
http://nanonet.mext.go.jp/

　平成27年1月30日に東京ビッグサイトで開催された第13回
ナノテクノロジー総合シンポジウム JAPAN NANO 2015にお
いて、CINTSスタッフの森山雅昭助手（マイクロシステム融合研
究開発センター）が全国で唯一、文部科学省ナノテクノロジープ
ラットフォーム平成26年度技術支援賞を受賞しました。
　本賞は、秀でた技術を有し、本事業への多大な貢献が認めら
れた実施担当者に対して授与されるものです。本年度に創設さ
れ森山助手が初めての受賞者となりました。受賞の対象となっ
た技術は、MEMSなどの微小デバイスの製作に欠かすことので
きない、「シリコン深掘りエッチング（Deep RIE）における超精
密形状制御」であり、この3年間で学内外の600件以上の利用
を支援しています。 
　多くの皆様にご利用いただいた成果でもあり、感謝申し上げま
す。今後も皆様に喜んでもらえるよう、 森山助手をはじめスタッフ
一同取り組みますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

平成26年度における総支援件数は241件（微細加工分野166件、
分子・物質合成分野30件、微細構造解析分野45件）でした。
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ナノテクノロジープラットフォーム
東北大学・産業技術総合研究所合同セミナー
in仙台開催を開催します。ぜひご参加ください。  

日　時 ： 平成27年12月18日（金）
　　　　9時30分～ 16時30分
会　場 ： トラストシティカンファレンス・仙台　ROOM２＋３
　　　　宮城県仙台市青葉区一番町1-9-1　仙台トラストタワー５階
参加費：無料
申込先：東北大学ナノテク融合技術支援センター

●微細加工プラットフォーム技術支援者交流会
　（2015.06.18-19 東北大学 西澤潤一記念研究センター）
●【CINTS共催】人材育成のためのMEMS集中コース
　in豊橋（MEMS集中講義2016）（2015.08.5-7 豊橋技術科学大学） 
●高周波誘導結合プラズマ（ICP）発光分析と超高磁場
　（800MHz）・高分解能NMR分光分析セミナー
　（2015.08.21 東北大学 金属材料研究所）
●東北大学マイクロシステム融合研究開発センター
　（μSIC）シンポジウム （2015.11.26 仙台サンプラザ）
●11th Fraunhofer Symposium in Sendai 
　（2015.11.27 仙台サンプラザ）
●東北大学イノベーションフェアin仙台 （2015.12.09 仙台国際センター）
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イベント・セミナー・会議報告

平成26年度センター実績

官3%

産学官割合

分野

微細構造解析
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ナノテク融合技術支援センター
キャラクター「ナノテくん」

学48% 産49%

東北大学ナノテク融合技術支援センターのマスコット
「ナノテくん」です。五角形はセンター・微細加工・分子
合成・構造解析・ユーザーの連携を象徴しています。

●事業に関すること
　東北大学ナノテク融合技術支援センター
　電話 022-217-6037
　E-mail：cintsoffice@rpip.tohoku.ac.jp
●技術に関すること
　東北大学マイクロシステム融合研究開発センター
　電話 022-229-4113
　http://www.mu-sic.tohoku.ac.jp

（左）技術支援賞を受賞した森山雅昭助手
（中）シリコン深掘りエッチング（Deep RIE）加工の例
（右）副賞のナノテクの匠バッジ

【問い合わせ先】

＼日本の匠／

利用方法や技術に関するご相談は、
お気軽にどうぞ。

詳細はHPにてご確認ください。


